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無 著 に お け るBuddhanusmrtiに つ い て

合 田 秀 行

序

瑜伽行唯識派 の大成者であ る無著(Asanga,c.395-470)に は,チ ベ ッ ト大蔵経

中 に未検討 の数篇 のテ クス ド)が 存 してお り,い ずれ も小部 で そ の内容は具体的

実践 に関わ るものが多い。本論考 ではそ の中 の 『仏随念註』2)を中心に取 り上げ る

が,こ のテ クス トはチベ ッ ト訳 しか現存せず,無 著が この よ うな著作を残 した と

い う記述は,他 の関連文献か らも確認不可能 であ るか ら,当 然そ の著者問題 も問

われねばな らない。 しか し,現 時点ではそ の真偽 を判断す る に至 って い な い た

め,当 面は無著 の作 として考察 を進 める こととす る。 この仏随念(Buddhanusmrti)

は 原 始仏教以来,極 め て基本的 な実践 であるが,無 著 におけ るそ の受容形態を確

認す るとともに,無 著 の主要 な論書,特 に 『摂 大乗論』彼果智 分に於 け る仏身の

随 念に 関す る論述 との比較検討を試み,そ の実践体系 における仏随 念の在 り方を

考察 した い。

『仏 随 念 註 』 の 概 要 と諸 特 徴

『仏 随念註』 の全容は,冒 頭に お い て原始経典 以来 の定型 的表現 であ る 「仏 の

十号」3)の引用 を踏 ま えて仏随 念に対 す る総括 的意 義付けがな され,そ れ に続 いて

十 号 の各 々について註解を施す とい う構成であ る。それ では,そ の総括的意義 を

確認 し,続 く註解 の中か ら無著註 の特徴 の指摘す る。

最初 に仏 随念について,以 下 のよ うに示 されてい る。

「功徳の大自性の門より(yon tan gyi bdag nidche bahi sgo nas),諸 如来に(de

bzin gsegs pa rnams la)浄 信 を生 じる(dan ba bskyed pa)た めに,最 初に共通の

(thun mon gi)仏 随念を説 くのである。第二に最勝なる衆生の利益を(mchog tu sems

can gyi don)な して成就の方法を(sgrub pahi thabs)説 くために,ま さに諸薩の特

殊な(thun mon ma yin pa)[仏 随念を説 くのである]。」4)

ここに示 されるような如来の具有する自性への信を確立す ることを目的 とする
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仏 随念は,原 始経典以来 の基本構造 であるが,無 著 に帰せれ らる論書あ るいは無

著 に深 く関連す る と見做 され る論書 で も同様 の位置付けを 見出 し得 る。例 えば後

述す る 『摂大乗論』 におけ る仏身 の随 念の中でも この点が 明示 され てい る。 また

『大乗荘厳経論』 にも,十 八種 の作意(manasikara)の 第 四に挙げ られた信安(ad-

himukti-nivesaka)作 意 が,仏 随念 と共に起 こる(sahagata)と 述 べ られてい る5)。

さらに この 『仏随 念註』 にお い て鍵概 念 とな る の が,〈 説示 の成就〉(ston pa

phun sum tshogs pa)で あ り,こ れは各号 の註解 においてほぼ共通 に用 い られ て

い る。すべてに亙 って言及す るだけ の紙幅 はないので,最 初 の 「如来 ・阿羅漢 ・

正等覚 者」 に関説 した部分 のみを引用す る。

「如来 ・阿羅漢 ・正等覚者とい う諸句によって(tshig rnams kyis)説 示 の成就を説く。

また説示の成就は二種類あ り,[そ の二種類 とは]説 示の相(ston pahi mtshan nid)

と証得の相(thugs su chud pahi mtshan nid)と である。また説示は顛倒な く(phyin

ci ma log par)示 すからであり,そ れにより世尊が如来と呼ぼれるのは,こ のように

顛倒な く法を示すとい う意味である。 さらに証得は二種類あり,[そ の二種類 とは]断

滅(spans pa)の 証得と智慧(ye ses)の 証得とである。断滅を成就 して具足すること

により世尊と呼ばれる。煩悩(non mons)と い う敵を(dgra)征 服することで(hjoms

pas)阿 羅漢と呼ばれる。またあらゆる不善の法を滅するから,智 慧を成就し具足するこ

とで,正 等覚者と呼ばれる」6)

こ の ように各号の語義的解釈 も取 り入れ つ つ,〈 説示 の成就〉 には言葉 を媒 介

として無顛倒 に正 しく法が説 き示 され る側面 と,実 際 に自らにお いて修習 しその

法 を体得す る側面 とが ある と明示 され る。つ ま り他者へ の説示 と,説 示 した法 自

体 の自己 におけ る具現 とい う両面 か らこの概念 を規定す るのであ る。後者 につ い

ては さ らに煩悩 の断滅 と智慧 の獲得 とに二分 され,上 述 のあ らゆ る説示 の側面 に

お いて完成に 導 くこ とが仏 の徳性 とされ る。 また この点 で声 聞 ・独覚 の二乗 と外

道 と),に対 して優位性 を持つ と強調す る。 この 〈説示 の成就〉 の二種 の在 り方 に関

しても,『 大乗荘厳経論』7)『倶舎論』8)等に類似 した論述が見出 され る。

上述 の 〈説示 の成就〉 とい う概念 は,本 註の全体を貫 く特徴 として指摘 したが,

十 号 に対す る各註解は いかなる特徴 を指摘 し得 るであろ うか。勿論,一 々につ い

ては言及で きないが,い くつ かの号 は原始経典以来 の伝統的 な語義説 明を踏襲 し

ている ことは事実 である。そ の中 にあって,他 の無著 の諸論書 との関連 か ら敢 え

て指摘 した いのは,仏 陀(sahsrgyas)の 号 に対す るコメ ソ トである。以下 にそ の

一部 を引用す る
。
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「一切法の共相(spyihi mtshan nid)と 自相(ran gi mtshan nid)と を証得すること

によって仏陀である」9)

これは仏陀 におけ る悟 りの特質を形容す る一表現 として挙 げ ら れ て お り,極

めて簡 潔なが ら,筆 者が別の機 会,に指摘 して きた無著におけ る禅定 の究極的 な所

縁観 を規定 す る際 に 用 い ら れ る 〈総法〉(sambhinnadharma)あ る い は く総縁〉

(sambhinnalambana)の 概 念 とも関連す る。 これ に関 しては別 の機会に論 じ尽 くし

たのでその詳細 は割愛す る10)。

さ らに各号 の註解 に見 られ る諸特徴 も列挙 した い が,紙 幅 の制約 もあ り,『仏

随念註』全体 を貫 く特徴 と,無 著 の修習論 において看過 できない 〈共 相〉 に関す

る記述 との指摘 のみ に留め てお く。

『摂 大 乗 論 』 に お け る仏 随 念 との 比 較 検 討

無著 の主著 と見做 され る 『摂 大乗論』では,そ の最終章,玄 　訳 の 「彼果智分」

にお いて仏身 に対す る随念を七種 の視点 か ら論述 している11)。要 点 のみ列記す る

と,諸 如来 に お け る① 自在(dban sgyur ba),② 常 住(rtag pa),③ 無 過失(kha

na ma tho b mi mnah),④ 無 功用(1hun gyis grub pa),⑤ 大 享受(lons spyod

chen po),⑥ 不 染汚(gos pa med pa),⑦ 大事(donchenpo)の 成就 とい う諸徳

を もって仏随念を修すべ きこ とが説かれ る。 これ らに関 して逐一検討す る余地 ば

ないが,既 に指摘 した如 く,『 仏随念註』 にお い て も① 自在,③ 無過失,そ して

⑦ 大事 の成就 につい てはほぼ等 し く論述 され て い た。若 干補 足す る と,『 摂大乗

論』では 〈自在〉 の根拠 として無擬 なる神通力 の獲得が説 かれ ているが,こ の神

通力 につい て 『仏随念註』では 明行足 の箇所で詳述 され て い る12)。次 に,〈 無過

失〉 について も,煩 悩障 と所知障 とをすべ て断滅 してい るこ とと定義 され ている

が,こ れ も仏 ・世尊 の註解で明示 されてい る13)。 さ らに 〈大事〉 とは利 他行で あ

り,正 等覚 ・完全な る涅槃を示 現す ること(kun tu ston pa)な どに よ り衆生 を解

脱 こ導 くこ とと解釈 され,ま さに 『仏随念註』の特徴であ る く説示 の成就〉 と合

致す る内容であ る。逆 に七種 の中で まった く 『仏随念註』 に見 出せ ないのは,仏

身 の 〈常住〉 と,無 著 の修習論 におい て重要 な概念であ り諸論書で多用 され てい

る 〈無功用〉 に限 られ る。

結 論

以上,無 著 の作 と伝え られ るチベ ッ ト訳 『仏随念註』 につ いて,そ の諸特徴を
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概 観 す る と同 時 に,関 連 す る諸 文 献,特 に 『摂 大 乗 論 』 と の 比 較 検 討 を 試 み て き

た 。 そ の 結 果,仏 随 念 の 在 り方 を 巡 っ て,『 摂 大 乗 論 』 の 場 合,仏 の 称 号 と し て

は 世 尊 や 如 来 な ど の 表 現 に 限 定 さ れ て,唯 識 派 の 法 身 説 に 集 約 さ せ た 形 態 に よ っ

て 仏 随 念 を 説 き,表 面 的 に は 十 号 に よ る 仏 随 念 の 形 態 を 示 し て い な い 。 し か し な

が ら,仏 随 念 を 実 践 す る 際 の 基 本 的 内 容 を 比 較 検 討 し て い く と,多 く の 点 で 『仏

随 念 註 』 の 特 徴 と一 致 す る こ とが 確 認 さ れ,両 者 に 大 き な 差 異 は 認 め ら れ ず,む

し ろ 関 連 性 を 看 取 す る こ とが で き る 。
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